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The purpose of this paper is to construct a talent education model for science and technology students that is grounded in mastery 

theory, based on multifaceted environmental stimuli and learning orientations, and founded on Science, Technology, Engineering, 

Arts and Mathematics (STEAM) education. The investigation was conducted by interviewing people who have produced 

exceptional results in science and technology. Analysis produced five categories: “belief formation”, “structurization of knowledge”, 

“problem solving abilities”, “practical power to act”, and “metacognitive abilities”. These were inferred to represent the five 

knowledge bases upon which talent education system programs in the fields of science and technology were founded. 

 

１． 問題の所在 

グローバル化が進み，多様性や複雑性が増す現代社

会の中では，問題や課題の本質を見極め，他者を巻き

込みながら適切な問題解決に向けた実践を展開してい

く力が求められている。こうした中，近年，科学とア

ートの融合によるイノベーション型教育としての

STEAM（ Science, Technology, Engineering, Arts and 

Mathematics）教育が注目されている(1)．STEAM教育は，

単に理工系の科目を重点的に学ぶことを指すのではな

く，主体的な問題解決力を育て創造性を養うものであ

り，領域的な融合から生じる相乗効果によって各領域

の学びをより活性化させることを企図した考え方を基

盤としている(2)．そこで本稿では STEAM教育を「理数

科学的思考と身体・芸術・創作的思考の融合により新

たな価値創造を生み出す領域横断的で総合的な探索的

教育の枠組み」と操作的に定義し議論を進めたい． 

 

２． 方法 

(1) 対象者 

調査対象者の選出はインフォマントと位置づけた人

物のネットワークをたどりながら有効なインフォマン

トにたどりつく snowball-sampling methodを採用した． 

１． 卓越した成果を残している日本大学出身者 7名 

２． 科学オリンピック日本代表選手 10名 

３． 国際サイエンスキャンプ日本・各国代表者 10名 

(2) データ収集 

全ての対象者 31 名を対象とし，１対１の対面インタ

ビューを実施した．インタビューは，深層的(in-depth)， 

 

半構造的(semi-structured)，自由回答的(open-ended)イン

タビュー法により実施した．インタビューは，対象者

のそれまでの学習体験，学習行動および学習観に焦点

を当て遡及的に実施した．  

(3) データ分析 

データ分析は Patton（2002）および Côté（1993）に

よる質的データ分析法により，トランスクライブ・デ

ータに標題（tag）を付け，意味内容要素（meaning units）

を抽出し，共同研究者とのディスカッションを通して

階層的カテゴリーを作成した． 

(4) 信憑性および確実性検証 

 本研究では，信憑性（データのリアリティさ）およ

び確実性（データや手続きが当てにできるか）により

研究の質の評価に関する検討を行った(3)。まず第１に，

本研究では心理的支援実践の過程全体を文脈の視点か

ら詳細に扱う質的研究方法を採用し，対象者の行為が

生起する文脈を丁寧に扱う中で対象者を取り巻く場を

理解することにより方法論的な妥当性が確保された(16)．

第２に，データ分析に関してはインタビューデータの

複数の研究者間での共有と検討を通して分析を行うと

同時に，分析結果の完全な一致を確認することにより

確実性が確保されたと考えられる． 

(5) 倫理的配慮 

 本研究は，ヘルシンキ宣言の趣旨に則り，文部科学

省・厚生労働省が発表した「臨床研究に関する倫理指

針」を遵守し，これらの規定などに定められた個人情 

報の保護に関する措置により適切に取り扱った．イン

タビュー調査に際しては，対象者に，研究目的，方法， 
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予想される結果，匿名化されたデータの使用，個人情

報の保護，研究協力の任意性と撤回の自由等について

口頭で説明し，研究内容の理解を深め，倫理的な配慮

を十分に行い，参加の同意を得た上で実施した． 

 

３． 結果および考察 

最終的に 227 の意味内容要素が本研究における分

析対象とされた．分析の結果 20 のサブカテゴリ―が

得られ，それらは最終的に５つのカテゴリーに分類さ

れた（Table 1）．  

 

分析の結果得られた５つのカテゴリーは，「信念形

成：belief formation」（事実をみる，論理的思考，使命

感，他者から学び他者と成長する），「知識の構造化：

structurization of knowledge」（理解を伴った知識，暗黙

知につなげる，活性化知識，知識の共有），「問題解決

力：problem solving abilities」（考える訓練，問い深め

る習慣，創り出す意志力，他者を巻き込む），「実践的

行動力：practical power to act」（解き明かす気持ち，責

任感，探求心，他者との協力）および「メタ認知力：

metacognitive abilities」（モニタリング，反省的実践，

柔軟な思考，本質の理解）である．  

 

４． 総合的考察 

本研究の対象者において，５つの要素によって示さ

れる STEAM 教育体験の構造が看取され，それぞれの

要素が相互に作用する中で新たな価値創造に向かう一

連の心理的過程が推察された．これらは理工系領域の

才能教育の基盤となる５つの知識基盤を表すものと推

察された．Figure1は，こうした STEAM教育体験に基

づく才能育成モデルを示している．この中で，【信念形

成】と【知識の構造化】が多用な「知る」体験と多様

な「知る」手続きを介して循環する矢印は，STEAM教

育の核となるデザイン思考を示している．また，そう

したデザイン思考は【メタ認知力】を育み，それによ

り【問題解決力】と【実践的行動力】が伸長されてい

く．こうした STEAM 体験の中で，理工系領域の熟達

化が進行し，才能の伸長に至る一連の流れを STEAM

教育体験モデルとして理解することが可能である．  

 

５．結語 

５要素が相互に作用する中で理工系領域の熟達化が

進行し，才能の伸長に至る点，および STEAM 体験が

学生の自律的な行動を促し，主体的に他者とかかわり，

積極的に相互受容が進行する可能性が示唆された。こ

うした知識基盤の形成を目指す教育的意図が大学にお

ける学生の学びの体験の中に埋め込まれることが，理

工系領域の才能育成につながる点が示唆された． 
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